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福
島
の
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み
や
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平和を未来につなぐ
　長崎に原子爆弾が投下され、被爆してもな
お生き残った柿の木から生まれた柿の二世の
木を植えて、未来に平和をつなげようと「柿
の木プロジェクト」が行われました。３月８
日は、白沢中学校の生徒がスマイルキッズ
パークに、３月９日は本宮第一中学校の生徒
や小学生がえぽかに柿の木を植えました。

　長崎に原子爆弾が投下され、被爆してもな
お生き残った柿の木から生まれた柿の二世の
木を植えて、未来に平和をつなげようと「柿
の木プロジェクト」が行われました。３月８
日は、白沢中学校の生徒がスマイルキッズ
パークに、３月９日は本宮第一中学校の生徒
や小学生がえぽかに柿の木を植えました。



復
旧
・
復
興
を
加
速
！

平
成
25
年
度
の
予
算
と
主
な
事
業

　

市
で
は
公
共
施
設
の
災
害
復
旧

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
原
子
力
災

害
は
、
い
ま
だ
に
大
き
な
不
安
を

残
し
て
お
り
、
放
射
能
除
染
対
策

が
復
旧
・
復
興
を
果
た
す
う
え
で

最
優
先
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

も
と
み
や
」
を
市
政
の
基
本
に
掲

げ
、
本
宮
市
第
一
次
総
合
計
画
の

後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
自
主
的
財
政
健
全
化
計
画

に
つ
い
て
見
直
し
を
加
え
な
が

ら
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
て
い
く

こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
本
宮
市
が
工
業
出
荷

額
が
県
内
４
番
目
と
い
う
実
績
を

も
と
に
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ

と
か
ら
「
福
島
の
へ
そ
の
ま
ち
」

の
利
点
を
最
大
限
活
用
し
な
が

ら
、
農
・
商
・
工
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　

復
旧
・
復
興
を
加
速
す
る
と
と

も
に
、
平
成
25
年
度
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■
震
災
か
ら
の
復
興

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
は

最
優
先
課
題
で
す
。

　

本
宮
第
二
中
学
校
の
新
校
舎
の

新
築
工
事
は
、
今
年
７
月
の
完
成

を
目
指
し
て
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
白
沢
中
学
校
と
白
沢
保

育
所
の
法
面
、
た
め
池
な
ど
の
災

害
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

早
期
復
旧
に
向
け
て
、
工
事
を
行

い
ま
す
。（
下
の
写
真
を
参
照
）

■ 

除
染
実
施
計
画
に
よ
り
住
宅
除
染

を
進
め
ま
す

　

市
内
の
除
染
に
つ
い
て
は
今
年

度
も
引
き
続
き
住
宅
除
染
を
進
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
し

て
過
ご
せ
る
環
境
を
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
除
染
を
進
め
る
た
め
に

は
、
仮
置
き
場
の
選
定
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
候
補
地
の

選
定
を
進
め
ま
す
。

一般会計の予算額は188億7,300万円　　

２月26日、記者会見で平成
25年度の予算と重点事業に
ついて説明する高松市長

　今年の本宮市の予算の概要につ
いて、お知らせします。震災復興
に向け一歩ずつあゆむ本宮市の姿
をご覧ください。

（上）住宅除染の様子
（下）一時保管の状況

被 災 状 況 と 復 旧 状 況

半倒壊した本宮第二中学校

７月完成予定の本宮第二中学校校舎

白沢保育所法面崩落

５月完成予定の白沢中学校法面５月完成予定の白沢保育所法面

白沢中学校法面崩落

（
平
成
23
年
３
月
）

（
平
成
25
年
２
月
末
現
在
）
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■
健
康
管
理
と
健
康
づ
く
り

　

３
月
に
策
定
し
た
第
１
次
健
康

増
進
・
食
育
推
進
計
画
に
よ
り
、

原
子
力
災
害
の
放
射
線
に
よ
る
健

康
管
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
平
成
25
年
度
の
重
要
な
施
策

▼ 

本
宮
駅
周
辺
の
東
西
ア
ク
セ
ス
の

整
備
に
着
手

　

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
で
分
断
さ
れ
て

い
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

駅
舎
を
含
め
た
東
西
自
由
通
路
な

ど
、
東
西
ア
ク
セ
ス
向
上
に
向
け

た
整
備
計
画
の
作
成
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
五
百
川
駅
周
辺
の
環
境

整
備
構
想
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

▼
白
沢
総
合
支
所
周
辺
の
整
備

　

白
岩
字
堤
崎
地
内
の
県
道
本

宮
・
常
葉
線
の
変
形
交
差
点
を
改

良
し
て
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
周
辺
の
環
境
整
備
を
行

い
、
憩
い
の
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

▼
子
ど
も
た
ち
の
あ
そ
び
場
を
拡
充

　

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
に
砂

場
な
ど
屋
内
あ
そ
び
場
を
設
置
し
、

隣
接
す
る
記
念
樹
の
杜
に
つ
い
て

は
、
徹
底
的
な
除
染
と
記
念
樹
を

保
護
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
遊
べ
る
屋
外
あ
そ
び
場
を

整
備
し
ま
す
。

▼
工
業
団
地
の
選
定

　

企
業
誘
致
は
、
市
の
発
展
に
は

欠
か
せ
な
い
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
宮
地
区
・
白
沢
地
区
の
工

業
団
地
の
用
地
を
選
定
し
新
規
計

画
を
進
め
ま
す
。

環境整備構想がつくられるＪＲ五百川駅

ほぼ完売となった荒井の本宮市工業等団地第６工区
ＪＲ本宮駅構内。東北本線が市内を分断し、東西アクセスの
整備が課題となっています。

グリーンパーク野球場敷地内にある記念樹の杜

県道から白沢総合支所への進入路の現況。変形交差点を解消します

子どもたちに人気のスマイルキッズパーク

青田新池の決壊

完成が間近となった青田新池
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▼
教
育
施
設
の
整
備

　

岩
根
小
学
校
の
体
育
館
建
設
、
本
宮
第

一
中
学
校
の
体
育
館
連
絡
通
路
を
建
設
し

ま
す
。

　

ま
た
、
五
百
川
小
学
校
西
校
舎
、
白
沢

中
学
校
校
舎
の
耐
震
化
工
事
を
は
じ
め
、

岩
根
小
学
校
、
糠
沢
小
学
校
の
プ
ー
ル
補

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼ 

上
尾
市
と
の
交
流
を
推
進

　

震
災
以
降
、
継
続
的
に
本
宮
市
を
支
援
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
埼
玉
県
上
尾
市
と
、
市
民
の

交
流
、
文
化
の
交
流
を
深
め
、
親
善
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
両
市
の

さ
ら
な
る
発
展
を
図

る
た
め
、「
友
好
都

市
」
の
関
係
を
築
き

ま
す
。

▼ 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
を
新

た
に
設
置

　

ま
ち
づ
く
り
の
企
画
調

整
役
と
し
て
、
建
設
部
内

に
「
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
」
を
設
置
し
、
本
市
の

基
盤
と
な
る
土
地
利
用
の

企
画
と
計
画
の
策
定
を
進

め
、
多
様
化
す
る
ま
ち
づ

く
り
に
対
応
し
た
業
務
を

行
い
ま
す
。

▶各部の目標をキャッチフレーズで表現
　職員が同じ目標を持って市民サービ
スにあたるため、各部ごとにキャッチ
フレーズを作りました。
総　務　部 もとみや元気発信予算
市 長 公 室 友好と絆のへそのまちへ
市　民　部 市民とともにつくり育てる暮らしの創造
保健福祉部 人が育ち、人が活きる
 　～健やかに、元気に暮らせるまちを目指して～
産　業　部 福島のへそのまち“もとみや”から風評被害をふき飛ばせ！
建　設　部 安全で安心して暮らせる快適なまちづくり
放射能除染・ 取り戻そう！　生活空間～着実な除染と正確な測定をとおして～モニタリングセンター
教　育　部 一人ひとりを大切に　ともに学び　ともに育み　広がる未来
白沢総合支所 自然と学びが融通する憩いの環境づくり
会　計　課 適正・迅速な事務処理の向上と明朗な会計業務
監査委員事務局 行政の適法性・効率性・妥当性の保障
農業委員会事務局 育「人」、活「農地」、築「地域」

耐震化工事を予定している五百川小学校（上）
と白沢中学校（下）

現在の岩根小学校体育館（上）と連絡通路の建設
を予定している本宮第一中学校と同体育館（下）

▲１月12日、上尾市で開催されたサッカースポーツ少年団交流事業

▶ 

昨
年
の
本
宮
秋
祭
り
に

お
い
で
い
た
だ
い
た
上

尾
市
の
皆
さ
ん

▲ 昨年８月、上尾市で開催された
剣道スポーツ少年団の交流事業

▲ 昨年５月、上尾市で開催された野球
教室の様子

▲ 建設部に「まちづくり推進課」を設置
します
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　一般会計は、復旧・復興対策、放射能除染対策など
を盛り込み、対前年比47.4パーセント増の過去最大の
予算となりました。 単位：万円

単位：万円

【歳入の主な増減】
■ 市税（市民、法人の皆さんから
納めていただいた税金）
　 固定資産税１億4,100万円増、
法人市民税2,929万円増
■県支出金（県からの補助金）
　 除染経費増に伴う県支出金の増
加
■繰入金（貯金の取崩しなど）
　 教育施設の耐震化事業に伴う基
金繰入金の増加
■市債（借入金）
　 災害復旧事業に係る市債の減少

【歳出の主な増減】
■民生費
　 子どもの屋内・屋外あそび場の
整備により増加
■衛生費
　住宅除染経費の増加
■農林水産業費
　 放射能対策として米の全量調査
事業など検査経費の増加
■土木費
　 菅田橋整備の完了による減少
■教育費
　 五百川小学校西校舎、白沢中学
校校舎の耐震補強工事、岩根小
学校体育館、本宮第一中学校体
育館連絡通路の整備による増加
■災害復旧費
　 本宮第二中学校などの災害復旧
に係る経費の減少

平成２５年度  一般会計予算

平成２５年度  特別会計・企業会計の予算

歳入

歳出

款 内　　訳 本年度予算額 前年度予算額 比　較
１ 市税 356,395 335,730 20,665
２ 地方譲与税 18,178 20,559 △ 2,381
３ 地方消費税交付金 29,866 30,917 △ 1,051
４ 利子割交付金 637 751 △ 114
５ 配当割交付金 206 182 24
６ 株式等譲渡所得割交付金 59 53 6
７ ゴルフ場利用税交付金 66 61 5
８ 自動車取得税交付金 4,872 4,838 34
９ 地方特例交付金 1,645 1,612 33
10 地方交付税 337,125 366,609 △ 29,484
11 交通安全対策特別交付金 270 650 △ 380
12 分担金及び負担金 14,991 15,519 △ 528
13 使用料及び手数料 14,756 14,484 272
14 国庫支出金 134,961 141,036 △ 6,075
15 県支出金 726,712 99,861 626,851
16 財産収入 2,535 2,632 △ 97
17 寄附金 1 1 0
18 繰入金 81,356 73,662 7,694
19 繰越金 8,000 8,000 0
20 諸収入 16,659 15,053 1,606
21 市債 138,010 148,290 △ 10,280

歳入合計 1,887,300 1,280,500 606,800
款 内　　訳 本年度予算額 前年度予算額 比　較
１ 議会費 20,861 20,672 189
２ 総務費 131,857 119,934 11,923
３ 民生費 368,065 346,403 21,662
４ 衛生費 733,833 146,878 586,955
５ 労働費 1,369 8,647 △ 7,278
６ 農林水産業費 53,468 33,545 19,923
７ 商工費 85,134 84,402 732
８ 土木費 80,667 107,338 △ 26,671
９ 消防費 53,114 48,981 4,133
10 教育費 210,798 138,134 72,664
11 災害復旧費 39,130 111,108 △ 71,978
12 公債費 103,471 109,012 △ 5,541
13 諸支出金 0 0 0
14 予備費 5,533 5,446 87

歳出合計 1,887,300 1,280,500 606,800

特別会計名 本年度予算額 前年度予算額 増　減
国民健康保険特別会計 321,148 303,059 18,089
後期高齢者医療特別会計 25,245 23,041 2,204
介護保険特別会計 201,499 187,547 13,952
公共下水道事業特別会計 67,991 71,905 △ 3,914
農業集落排水事業特別会計 4,971 5,116 △ 145
工業用地造成事業特別会計 74,560 74,493 67
工業用地資産運用事業特別会計 11,462 11,462 0
阿武隈川左岸築堤用地取得事業特別会計 7,500 7,500 0

合　計 714,376 684,123 30,253

企業会計名 本年度予算額 前年度予算額 増　減
水道事業会計（水道事業費用） 83,487 84,499 △ 1,012

◆問い合わせ先　財政課　☎３３－１１１１（内線２３２）
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震
災
の
記
憶
を
次
世
代
へ
！
元
気
本
宮
復
興
を
誓
う

復
興
の
集
い
２
０
１
３
を
開
催

　

３
月
11
日
で
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し

ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
経
験
し
た
震
災
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
、「
復
興
の

集
い
２
０
１
３
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
に
は
、し
ら
さ
わ
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
会
場
と
し
て
、
復
興

祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
ほ
か
、
風

評
被
害
を
払
拭
す
る
た
め
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
食
の
交
流
事
業
や
市
内
の
特
産
品

と
埼
玉
県
上
尾
市
は
じ
め
全
国
へ
そ
の
ま

ち
協
議
会
の
特
産
品
を
展
示
販
売
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
内
幼
稚
園
児
が
描
い
た

絵
画
作
品
も
展
示
さ
れ
、
多
く
の
市
民
の

方
々
は
じ
め
仮
設
住
宅
に
避
難
さ
れ
て
い

る
浪
江
町
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

３
月
11
日
に
は
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み

や
で
復
興
式
典
を
開
催
し
、
震
災
で
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
へ
黙
と
う
を
捧
げ
た
あ

と
、
３
人
の
中
学
生
か
ら
、
震
災
の
記
憶

と
未
来
へ
の
思
い
を
復
興
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
郡

山
市
在
住
の
歌
手
橋
本
妙
子
さ
ん
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
、
美
し
い
歌
声

に
会
場
は
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

復
興
へ
向
け
て
一
歩
一
歩
あ
ゆ
む
本
宮

市
の
姿
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
も
行
わ
れ
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
２
日

間
に
わ
た
る
復
興
の
集
い
で
、
復
興
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

震
災
の
記
憶
を
次
世
代
へ
！
元
気
本
宮
復
興
を
誓
う

１ 亡くなられた方を追悼し黙とうが捧
げられました／２ 復興メッセージを発
表する本宮第一中学校坂本佳奈子さん
／３ 復興メッセージを発表する本宮第
二中学校橋本樹さん／４ 復興メッセー
ジを発表する白沢中学校石川泰成さん
／５ 多くの方が参加して行われた本宮
市復興の集い

▲ オープニングセレモニーでテープカットする左から島村穰上尾市長、高松市長、白岩幼稚園渡辺夏生さん、岩根幼稚園村山めるさん、
小沼貞彦実行委員長、作田本宮市議会議長

4 3 2

15
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癒しのコンサートでは、白井英治さん
（左）のバイオリン演奏と橋本妙子
さん（右）の歌声に魅了されました。

たくさんの方から応援メッセージをいた
だき、徳島県徳島市八万東保育所の
皆さんからは千羽鶴をいただきました。

食の交流事業
　豚汁、おにぎり、手打ちそば、本宮烏骨鶏薬膳料
理など地元食材を使った料理が振る舞われ地元食
材の安全性をＰＲしました。また、地域協働活動で
相模女子大学の学生さんたちにもご協力いただきま
した。世界を代表する口笛奏者の高木満理子さんの
見事な演奏もあり、多くの皆さんが楽しみました。

　復興式典にさきがけ、３月10日には白沢公民館としらさわ
カルチャーセンターでさまざまな催しが行われました。

復興祈念コンサート
　フォルクローレギタリスト木下尊

たかあつ

惇さんとアルパ
奏者上松美香さんのコンサートが行われました。
　美しい音色に心がいやされました。

絵 画 展 示
　体験活動促進事業を実施した
岩根幼稚園と白岩幼稚園の園児
による絵画作品が展示され、多
くの親子連れが訪れました。

物産展示販売会
　市内の特産品をはじめ、埼玉県上尾
市、全国へそのまち協議会加盟市町村
の特産品が展示販売されました。
　すぐに売り切れるほどの人気で多く
の皆さんが買い求めました。

7 広報もとみや ４ 月号



TOPICS 話 題

　

本
宮
市
文
化
財
調
査
委
員
長

を
務
め
ら
れ
た
阿
部
修
一
さ
ん

（
関
下
）
が
２
月
27
日
福
島
県
文

化
セ
ン
タ
ー
で
、
県
文
化
振
興
財

団
に
よ
り
顕
彰
者
に
選
ば
れ
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
本
県
の
美
術
、
音
楽
、
文
学
な
ど
文
化
振
興
に
貢

献
し
た
個
人
・
団
体
を
讃
え
る
賞
で
、
平
成
23
年
度
ま
で
の
県

文
化
振
興
基
金
表
彰
を
、
同
基
金
と
合
併
し
た
財
団
が
引
き
継

い
だ
も
の
で
す
。
阿
部
さ
ん
は
27
年
間
に
わ
た
り
文
化
財
の
保

存
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
に
、
え
ぽ
か
で
こ
こ
ろ
元
気
研
究
所
所
長
鎌
田
敏

氏
を
講
師
に
招
き
、「
元
気
な
心
で
元
気
な
毎
日 

心
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
術
」
と
題
し
て
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
１
２
０
人
を

超
え
る
方
々
が
参
加
し
、

良
好
な
人
間
関
係
づ
く
り

と
心
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
体
か
ら
心
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法

や
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
な
ど

を
実
践
的
に
学
び
ま
し
た
。

阿
部
修
一
さ
ん
が
県
の
顕
彰
者
に
選
ば
れ
る

平
成
24
年
度
県
文
化
振
興
財
団
顕
彰

元
気
な
心
で
元
気
な
毎
日
を
！

心
の
健
康
づ
く
り
事
業
を
開
催

鎌田先生の関西弁の軽妙な語り口に、参加者の皆
さんは終始、笑顔の絶えない講演会となりました

阿部修一さん

一流の講師を迎えて、小学生がスポーツを学ぶ　～スポーツ選手活用体力向上事業～
ボールを追いかけてドリブル、シュート！
　２月26日、糠沢小
学校の５年生と６年
生が、元バスケット
ボール選手の大山妙
子さんにバスケット
ボールの指導を受け
ました。
　全日本のメンバー
として、２回のオリ
ンピックに出場し、現在 JOMO の専任コーチと
して活躍されている大山さんから、ドリブルや
シュートの打ち方を教わりました。

早く走れるようになったよ
　２月15日、岩
根小学校の５年
生が、陸上競技
100ｍロサンゼ
ルスオリンピッ
ク日本代表の不
破弘樹さんに走
り方を教わりま
した。
　現在、上武大学陸上競技部のコーチを務め
ている不破さんから、走りの基本的な動きな
どをわかりやすく教えていただきました。

大山妙子さんからバスケットボールの
指導を受ける糠沢小学校の皆さん

不破弘樹さんの話を熱心に聞く岩根
小学校の皆さん

夢を持つことのすばらしさ　～JFAこころのプロジェクト　夢先生～
自分の夢に自信を持って
　元サッカー日本代表の都築龍太さんが、２月25日と26日
に和田小学校と白岩小学校で５年生の子どもたちに授業を
行いました。日本サッカー協会（JFA）が子どもの健全な
心身の育成を目的として行っている事業で、都築さんは自
分の夢に自信を持ち、夢に真剣に向き合うことの大切さや、
同じ夢を持つ仲間のありがたさなどを子どもたちに伝えま
した。 都築龍太先生（中央）と和田小学校の皆さん

広報もとみや ４ 月号 8



TOPICS 話 題題

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

日
々
暖
か
さ
が
増
し
、
春
爛
漫

の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
新
年
度

が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

本
宮
市
の
新
年
度
に
向
け
た
予

算
に
つ
い
て
は
、
３
月
市
議
会
定

例
会
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
今
月
の
広
報
紙
に
も
詳
し
く

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
市
で
は
各
部

の
方
針
を
市
民
の
皆
様
に
少
し
で

も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
今

回
初
め
て
各
部
ご
と
に
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
作
り
ま
し
た
。
職
員

が
心
を
一
つ
に
し
、
同
じ
目
標
を

持
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
る
た
め
に
、
職
員
が
自
ら
考

え
て
決
め
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
10
日
、
11
日
と

「
復
興
の
集
い
２
０
１
３
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
犠
牲
者
の
皆
様

方
へ
の
追
悼
と
震
災
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
後
世
に

し
っ
か
り
と
伝
え
る
べ
く
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
式
典
を

は
じ
め
、「
食
の
交
流
」、
元
気
と

癒
し
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の

「
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
を
メ
イ
ン

に
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
多
く

の
市
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
、
発
災

時
刻
「
午
後
２
時
46
分
」
の
黙
祷

で
は
、
市
内
全
域
で
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
私
も
、
こ
れ
を
機

に
復
興
の
更
な
る
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
心
に
刻
み
ま
し
た
。

　

４
月
は
、
進
学
・
就
職
と
新
た

な
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
生
活
か
ら
、
新
し
い
世
界

へ
と
向
か
わ
れ
る
皆
様
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
抱
く
夢
に
向
っ

て
邁
進
さ
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

（
３
月
14
日
執
筆
）

「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
へ
」

本 宮 市 長
高 松 義 行

こんにちは市長です Vol.8

本宮地区隊第2分団と白沢地区隊第2分団に
新しい消防車両を交付
　３月３日に、市から本宮市消防団へ消防車両
が交付されました。これは、更新期限を過ぎた
消防車両を事業計画に基づき更新したものです。
　市役所駐車場で行われた交付式では、高松市
長から國分良修団長に交付書が手渡された後、
國分団長から本宮地区隊第２分団栁田篤分団長
と白沢地区隊第２分団佐藤洋昭分団長へ配備書
が手渡されました。

県生活環境部牧野
善茂政策監から
表彰状を受け取る
橋本利男防災対策
課長（左）

これからも交通安全を目指して
交通事故防止コンクールで本宮市が１位
　平成24年市町村別交通事故防止コンクール
で、本宮市が見事１位になりました。
　このコンクールは、県と県交通対策協議会、
県警察が主催して行っています。
　毎年１月１日から12月31日までの１年間に、
各市町村の地域に発生した交通事故と各市町
村に住んでいる人が県内で起こした交通事故
について、過去の実績と比較して本年の事故
発生増減率を算出し評価されるもので、本宮
市は市の部（13市）で見事１位になりました。
　これは、市民の皆さんの交通安全意識が高
いことを示すものです。これからも、地域ぐ

るみで交通安
全に取り組
み、本宮市か
ら交通事故を
なくしましょ
う。

◀ 本宮地区隊第2分団
に交付された消防ポ
ンプ車
（左から）高松市長、
栁田篤分団長、國分
団長

▶ 白沢地区隊第2分団に
交付された小型動力ポ
ンプ付積載車
（左から）高松市長、
佐藤洋昭分団長、國分
団長
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まちの
ホットな話題

秘書広報課広報広聴係
☎33－1111（内線 224）

カメラ散歩では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ちしています。

ま
ホッ

では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さん

カ メ ラ 散 歩

こ
の
旗
を
全
国
大
会
で

本
宮
一
中
８
８
会
母
校
に
応
援
旗
を
寄
贈

　

２
月
17
日
に
、
本
宮
第
一
中
学
校
で
、
本
宮

一
中
８
８
会
（
遠
藤
禎
実
会
長
）
か
ら
応
援
団

旗
の
贈
呈
が
あ
り
、
角
田
校
長
は
じ
め
生
徒
会

と
応
援
団
の
皆
さ
ん
が
応
援
旗
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
62
年
度
の
卒
業
生
で
つ
く
る

本
宮
一
中
８
８
会
が
、
年
直
し
（
厄
払
い
）
に

あ
わ
せ
て
、
母
校
へ
形
と
し
て
残
る
も
の
を
贈

呈
し
た
い
と
応
援
旗
の
寄
贈
を
決
め
た
も
の

で
、
遠
藤
会
長
は
「
ぜ
ひ
全
国
大
会
に
出
場
し

て
持
っ
て
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

絶
対
達
成
！
の
ひ
み
つ

川
本
和
久
さ
ん
講
演
会

　

３
月
６
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や
で
、
福

島
大
学
陸
上
競
技
部
川
本
和
久
監
督
を
招
き

「
絶
対
達
成
！
す
る
コ
ー
チ
」
を
演
題
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

川
本
監
督
は
、
走
り
幅
跳
び
日
本
記
録
保

持
者 

井
村
（
旧
姓
池
田
）
久
美
子
選
手
や

４
０
０
ｍ
日
本
記
録
保
持
者 

千
葉
（
旧
姓
丹

野
）
麻
美
選
手
ら
を
指
導
し
、
独
自
の
コ
ー
チ

ン
グ
理
論
で
、
無
名
だ
っ
た
福
島
大
学
陸
上
競

技
部
を
、
陸
上
王
国
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
育
て

上
げ
た
名
コ
ー
チ
で
す
。「
コ
ー
チ
は
い
か
に

し
て
選
手
に
や
る
気
を
も
た
せ
る
か
」「
コ
ー

チ
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
選
手
の
考
え
も
変
わ
ら

な
い
」
と
コ
ー
チ
ン
グ
の
極
意
を
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

一
本
！　

き
ま
っ
た
!!

本
宮
剣
道
ス
ポ
少
15
周
年
記
念
大
会

　

２
月
17
日
に
、
本
宮
第
一
中
学
校
体
育
館

で
、
本
宮
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
創
立
15
周
年

記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
本
宮
市
、
大
玉
村
、
二
本

松
市
と
広
野
町
の
９
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か

ら
約
１
７
０
人
が
参
加
し
て
、
団
体
戦
や
個
人

戦
な
ど
で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し

た
。
団
体
戦
は
、
予
選
リ
ー
グ
で
１
位
に
な
っ

た
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
み
行
わ

れ
た
ほ
か
、
個
人
戦
は
、
２
分
３
本
勝
負
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

▲たくさんの応援の中、熱戦が繰り広げられました

▲角田校長と本宮一中の皆さん、応援旗を寄贈した遠藤会長（右）

▲ 福島大学陸上競技
部川本和久監督

◀ 熱心に聞き入る聴
講した皆さん
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京
都
錦
市
場
で

本
宮
の
特
産
品
を　
　
　

中
野
副
市
長
が
京
都
市
を
訪
問

　

２
月
15
日
に
、
中
野
副
市
長
は
京
都
市
の
門
川
大

作
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
今
回
訪
問
し
た
の

は
、
白
沢
中
学
校
の
修
学
旅
行
の
目
的
地
が
京
都
市

で
あ
る
こ
と
と
、
京
都
錦
市
場
で
本
宮
市
の
特
産
物

を
販
売
す
る
に
あ
た
り
協
力
を
依
頼
し
た
も
の
で
す
。

　

京
都
市
は
、
古
い
史
跡
や
町
並
み
、
文
化
な
ど
が

数
多
く
存
在
し
、
日
本
を
代
表
す
る
観
光
都
市
で
、

古
く
か
ら
商
工
業
が
発
達
し
、
現
代
産
業
を
支
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
京
都
錦
市
場
は
、
約
４
０
０
年
の
歴
史
を

誇
る
伝
統
あ
る
市
場
で
、「
京
都
の
台
所
」
と
呼
ば

れ
、
賑
わ
い
と
活
気
あ
ふ
れ
る
市
場
で
す
。

え
っ
？　

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
!!

糠
沢
の
民
家
裏
山
に
現
れ
る

　

糠
沢
字
川
内
在
住
の
吉
村
盛
さ
ん
か
ら
「
自
宅
の

裏
山
に
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
が
現
れ
た
」
と
の
情
報
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
様
子
は
ビ

デ
オ
に
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
特
徴
で
あ
る
角
や
灰
色

の
体
が
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
村
さ
ん
に
よ
る
と
「
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
が
現
れ

た
の
は
昨
年
11
月
末
ご
ろ
。
そ
れ
以
来
自
宅
の
裏
山

に
住
み
着
き
、
今
年
１
月
下
旬
ま
で
は
い
た
よ
う
だ

が
、
現
在
は
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。

　

通
常
は
高
地
で
岩
場
や
急
斜
面
の
あ
る
森
林
に
生

息
し
て
い
る
は
ず
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
で
す
が
、
今

回
現
れ
た
の
は
吉
村
さ
ん
宅
の
裏
山
で
、
周
囲
の
人

を
驚
か
せ
ま
し
た
。

▲ １月24日に吉村さんが
撮影したニホンカモシカ
の映像

◀ ニホンカモシカをビデオ
撮影した吉村さん

い
わ
き
の
空
の
下　

快
走

斉
藤
葵
さ
ん
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
で
優
勝

　

２
月
10
日
に
い
わ
き
市
で
行
わ
れ
た
「
第
４
回
い

わ
き
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
」
に
出
場
し
た
、
斉

藤
葵
さ
ん
（
本
宮
ま
ゆ
み
小
４
年
）
が
小
学
３
・
４
年

女
子
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

２
キ
ロ
の
距
離
を
快
走
し
た
斉
藤
さ
ん
は
、
８
分

04
秒
の
記
録
で
２
位
の
選
手
に
約
20
秒
の
差
を
つ
け

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

斉
藤
さ
ん
は
「
大
き
な
大
会
で
初
め
て
優
勝
で
き

て
、
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
練
習
し
て
い

ろ
い
ろ
な
大
会
に
出
た
い
で
す
」
と
優
勝
を
喜
び
ま

し
た
。

▲ サンシャインマラソン小学3・4年の部で優勝
した斉藤葵さん

▲門川大作京都市長（右）と握手を交わす中野副市長
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本宮市の皆
さんを紹介するページ本本宮市の皆
さんを紹介するページ

みんなのひろば

こどものひろばこどものひろば

所長　三瓶公子
【児童数】101人

（平成25年３月１日現在）

本宮市立本宮第二保育所

「消防団員として」
　

本
宮
市
消
防
団
本
宮

地
区
隊
第
一
分
団
の
高

橋
正
典
と
申
し
ま
す
。

年
齢
は
38
歳
。
本
宮
市

大
森
に
父
、
母
、
妻
、

息
子
と
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　

私
が
消
防
団
に
入
団

し
た
の
は
、
先
輩
に

誘
っ
て
い
た
だ
い
た
の

　「友だちや消防団の仲間とお酒を飲む
ことが楽しみ」と笑う高橋さん。「ビー
ルや焼酎が好きですね。でも次の日に残
らないように気をつけています」と話し
てくれました。

今月の人
高橋　正典 さん
TAKAHASHI　MASANORI

（本宮字大森）

私 の 随 想 録

が
き
っ
か
け
で
、
入
団
し
た
当
初
は
仕

事
な
ど
で
災
害
活
動
に
あ
ま
り
出
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
だ

ん
だ
ん
と
火
災
で
の
消
火
活
動
、
水

害
、
消
防
団
行
事
に
出
る
う
ち
に
、
消

防
団
員
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、
誇
り
を

持
ち
始
め
ま
し
た
。
20
代
後
半
ま
で
消

防
団
に
入
団
す
る
き
っ
か
け
も
な
く
、

入
団
の
意
志
も
な
か
っ
た
私
で
す
が
、

今
で
は
第
一
分
団
長
と
し
て
の
職
責
を

全
う
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
分
団
は
、
市
の
中
枢
に
あ

り
、
基
幹
分
団
と
し
て
本
宮
旧
町
内
は

も
ち
ろ
ん
白
沢
地
区
、
大
玉
村
の
火
災

ま
で
出
動
し
ま
す
。
基
幹
分
団
と
し
て

の
使
命
感
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
千
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ

る
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
あ
の
未
曾
有
の
大
震
災
で

は
、
私
た
ち
は
そ
れ
ま
で
に
消
防
団
活

動
と
し
て
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

除
染
作
業
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
、
さ
ら

に
い
つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
わ

れ
て
い
る
３
・
11
の
よ
う
な
大
災
害
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

ど
ん
な
災
害
が
発
生
し
て
も
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
安
全
安
心
の
た
め
、
こ
れ
か

ら
も
消
防
団
活
動
に
一
層
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

◇　

◇

　

来
月
は
、
山
崎
由
美
子
さ
ん
（
糠
沢

字
光
が
丘
）
の
予
定
で
す
。

　

本
宮
第
二
保
育
所
は
「
明
る
く

元
気
な
子
」「
自
分
で
考
え
て
行
動

す
る
子
」「
友
だ
ち
と
楽
し
く
遊
べ

る
子
」
を
保
育
目
標
に
掲
げ
、
０

歳
か
ら
５
歳
児(

就
学
前)

の
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
の
機
能
と
し
て
、
早
朝

保
育
を
「
７
時
か
ら
」
遅
番
・
延

長
保
育
を
「
19
時
ま
で
」
お
子
さ

ん
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
市
に
お
い
て
、
は
じ
め
て

０
歳
児
か
ら
就
学
前
ま
で
子
ど
も

た
ち
を
お
預
か
り
す
る
現
在
の
形

は
、
平
成
15
年
か
ら
第
２
保
育
所

で
は
じ
め
ま
し
た
。
第
１
と
第
３

保
育
所
が
第
２
保
育
所
に
集
ま
っ

て
、
土
曜
日
の
保
育
を
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
特
に
人
と
の
か
か

わ
り
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

０
歳
児
は
、
受
容
的
な
大
人
と
の

か
か
わ
り
の
中
で
、
周
り
へ
の
興

味
関
心
な
ど
が
芽
生
え
る
時
期
で
、

授
乳
や
離
乳
食
な
ど
も
喜
び
心
地

よ
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

１
・
２
歳
児
は
イ
ク
タ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
協
力
で
話
を
聞
き
、

本
を
読
ん
で
も
ら
う
心
地
よ
さ
を

味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
ク
ラ
ス

で
は
、
わ
ら
べ
う
た
や
食
育
講
座

で
地
域
の
方
々
の
お
世
話
に
な
り

カ
レ
ー
作
り
や
食
べ
物
の
役
割
な

ど
み
ん
な
で
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
子

ど
も
た
ち
の
心
身
の
状
態
や
生
活

リ
ズ
ム
を
基
本
に
安
心
し
て
保
育

所
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま ▲東京家政大学の学生と「葉っぱで遊ぼう」（３歳児）
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あの声は、私です…

秘 情報

あの声は、私です

秘

す…

情報情報情報報

《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム：じゃんごん
◆本　名：赤沼純子
◆出　身：福島県
◆趣　味：アウトドア全般
　　　　　ガーデニング

◆担当番組：おもしろヒルミネーション
　　　　　　毎週月・水曜日　午前11時00分～
◆リスナーに一言： お話しを伺うのが大好き。リ

スナーの皆さん、スタジオに
遊びに来てくださいね。

活躍人訪問
Interview No.34

「一人ひとりが交通安全の意識を持って、安全安
心な地域にしてほしい」と話す登梛会長

よ
う
願
っ
て

い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

し
か
し
、

県
内
で
は
こ

こ
数
年
の
傾

向
と
し
て
、

高
齢
者
の
交

通
死
亡
事
故

率
が
高
く

な
っ
て
い
ま

す
。
県
内
で
は
交
通
死
亡
事
故
件
数
が

減
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
齢

者
の
方
が
亡
く
な
る
事
故
は
増
え
て
い

る
状
況
で
す
。
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

交
通
安
全
講
習
な
ど
に
参
加
し
た
方
の

事
故
率
は
低
い
と
の
統
計
結
果
も
出
て

い
ま
す
の
で
、
自
分
の
身
を
守
る
た
め

に
も
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
協
会
の
会
員
数
が

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
会
費
は
、
交

通
安
全
講
習
や
横
断
幕
・
広
報
看
板
な

ど
交
通
安
全
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。
運
転
免
許
を
取
得
し
た
と
き
や
更

新
手
続
き
を
す
る
と
き
は
、
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
や
警
察
署
内
の
交
通
安
全
協

会
窓
口
で
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
、
安
心

な
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
協
会
へ
の
入

会
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
私
の
趣
味

　

ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
み
で
す
。

　

時
間
を
み
つ
け
て
は
、
ド
ラ
イ
ブ
に

出
か
け
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
も
好
き
で

す
ね
。
元
気
な
う
ち
に
で
き
る
だ
け
楽

し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
宮
地
区
交
通
安
全
協
会

会
長

　
登
梛
　
尚
武 

さ
ん

■
会
の
活
動

　

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
マ

ナ
ー
の
向
上
を
図
り
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
小
中
学
生
や
高

齢
者
へ
の
交
通
安
全
教
育
や
啓
蒙
活

動
、
各
季
に
実
施
さ
れ
る
交
通
安
全
運

動
期
間
中
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
な
ど

で
の
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
夏
祭
り
、
秋
祭
り
、
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
で
の
交
通
整
理
の
協
力

も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
会
長
と
し
て
の
思
い

　

平
成
24
年
、
本
宮
地
区
は
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
平
成
23
年
９
月
１
日
か
ら
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
記
録
が
さ
ら
に
延
び
る

す
。
遊
び
を
通
じ
て
発
達
に
必
要

な
経
験
を
一
人
ひ
と
り
が
自
主
的

に
取
り
組
み
、
友
だ
ち
と
の
か
か

わ
り
の
中
で
学
び
合
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
放
射
線
量
の
影
響
も
減

り
、
戸
外
遊
び
も
十
分
に
で
き
る

▲食育講座の様子
▼ 「カレーづくり」活動
の様子（５歳児）

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
や
保

護
者
の
皆
さ
ま
に
こ
れ
か
ら
も
見

守
り
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

街頭キャンペーンの活動の様子
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国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

■ 

職
場
の
健
康
保
険
（
健
康
保
険
組

合
・
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し

た
場
合

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
市
役
所
で
国
民
健
康

保
険
を
脱
退
す
る
手
続
き
が
必
要
で

す
。

〈
届
出
に
必
要
な
も
の
〉

・
社
会
保
険
の
被
保
険
者
証

・
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

国
民
年
金
の
手
続
き

　

国
民
健
康
保
険
と
同
様
、
就
職
や

退
職
・
転
職
さ
れ
た
方
は
市
役
所
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。
必
要
書
類
は

国
民
健
康
保
険
と
同
じ
で
す
が
、
年

金
手
帳
を
ご
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、

国
民
年
金
の
記
録
に
つ
い
て
記
載
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
と
年
金
を
あ
わ
せ
て
手
続
き
し
ま

す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成

26
年
３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
毎
月
１
５
、０
４
０
円
と
な
り
ま

す
。

■
20
歳
以
上
の
学
生
の
方
へ

　

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、
国
民

年
金
保
険
料
の
支
払
が
猶
予
さ
れ
る

■ 

退
職
な
ど
に
よ
り
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
場
合

　

市
役
所
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

〈
届
出
に
必
要
な
も
の
〉

・ 

離
職
証
明
書
ま
た
は
社
会
保
険
資

格
喪
失
証
明
書
（
離
職
年
月
日
、

被
保
険
者
証
の
記
号
・
番
号
、
被

扶
養
者
等
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

・ 

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
で
、
社
会

保
険
に
20
年
以
上
、
ま
た
は
40
歳

以
降
10
年
以
上
加
入
し
て
い
た
方

は
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な

る
た
め
、
認
め
印
と
年
金
証
書

｢

学
生
納
付
特
例
制
度｣

を
申
請
で
き

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
本
人
の
所
得

が
一
定
以
下
の
学
生
が
対
象
と
な
り
、

家
族
の
方
の
所
得
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
請
さ
れ
る
方
は
、
学
生
証
（
コ
ピ
ー

可
）
か
在
学
証
明
書
（
平
成
25
年
４

月
以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）
と
印

鑑
を
市
役
所
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

猶
予
期
間
は
４
月
〜
翌
年
３
月
ま
で

と
な
り
、
一
年
ご
と
に
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
以
前
に
学
生

納
付
特
例
申
請
を
さ
れ
た
方
で
、
年

金
事
務
所
で
、
卒
業
年
度
の
記
入
し

た
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
は
、
年

金
事
務
所
よ
り
封
書
が
郵
送
さ
れ
ま

す
。
封
書
の
中
に
返
信
用
の
は
が
き

が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
年
金
事
務
所
に
返

信
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
は
、

市
役
所
で
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　

☎
33

－

１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
２
５
〜
１
２
７
）

　

白
沢
総
合
支
所

　

市
民
福
祉
課
市
民
窓
口
係

　

☎
44

－

２
１
１
４
（
直
通
）

就
職
・
退
職
等
の
際
は
国
民
健
康
保
険
と

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

国
保
年
金
だ
よ
り

KOKUHONENKINDAYORI

　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
就
職
や
退
職
・
転
職
な
ど
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。

こ
れ
ら
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
忘
れ
ず
に
市
役
所
へ
国
民
健
康
保
険
と
国

民
年
金
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

就
職
・
退
職
等
の
際
は
国
民
健
康
保
険
と

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
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地域包括支援センターだより

地域包括支援センター
　地域包括支援センターは、地域の高齢者がいつまでも元気
に不安なく暮らしていけるように、さまざまな支援を行う機
関です。下記の内容を行いますので、お気軽にご利用ください。

こんなことに思い当たったら・・・

へご相談ください

総合相談・支援
・ 高齢者（65歳以上）の、介護保険や福
祉などさまざまな制度の地域資源を利
用した総合的な相談・支援を行います。

（高齢者が具合悪いので訪問してほしい、高
齢者が動きにくいので生活の支援はないか、
退院に向けて生活をどうしたらよいか、認知
症についてどうしたらよいか など）

包括的・継続的ケアマネジメント
・ 介護保険ケアマネージャー等との連携
や、助言・支援・研修会を行います。

権利擁護、高齢者虐待早期発見・防止
・ 高齢者の人権や財産を守る権利擁護事
業の相談を行います。

・ 高齢者虐待の相談・早期発見などの対
応を行います。

（知人から高齢者虐待の相談、大声でいつ
も怒鳴っている、悪徳商法などの被害防止 
など）

介護予防ケアマネジメント
・ 要介護認定で「要支援１・２」と認定された
人の介護サービス利用者の支援を行います。

　認知症などによって判断能力が十分でない
方が、社会生活においてさまざまな契約や遺
産分割などの法律行為をする場合に、その法
律行為によってどのような効果が発生するの
か、自分の行った行為の結果の判断ができな
かったり、不十分だったりする場合があります。

　成年後見制度は、このような方々につい
て、本人がお持ちになっている預貯金や不動
産などの財産管理、あるいは介護、施設への
入退所などの生活に配慮する支援を、本人に
代わって法的に代理や同意、取消をする権限
を与えられた成年後見人が行うことによって、
本人を保護し、権利が守られるよう支援する
制度です。

平成23年度裁判所発表資料より

◆問い合わせ先・連絡先
　高齢福祉課　地域包括支援センター　☎６３－２７８０

申立てをする場所
　管轄となる福島家庭裁判所郡山支部
申立てができる人
　本人・その配偶者・四親等内の親族など

どのような人が後見人に選ばれるか
成年後見制度について

その他のうちわけ
（割合の多い順）

司法書士
弁護士
社会福祉士
法人
その他

配偶者、親、
子、兄弟姉妹、
その他の親族
55.6%

その他
44.4%

15 広報もとみや ４ 月号



◆問い合わせ先
生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来39－1 ☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎500 ☎44－2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎500 ☎44－2112

学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場
The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

本宮は みんなが愛する 本の街

しらさわ夢図書館・中央公民館図書室 ご案内ご案内からの

新着本

イイイイ イイベベ イインン イイトトキャラクター
モトム（本夢）くん

▲木の優しさにふれて笑顔いっぱい

▲美しく咲くバラの様子

は
じ
め
て
の
木
彫
り
体
験

〜
生
涯
学
習
講
座
〜

私
た
ち
が
愛
し
た
バ
ラ
園

　
―
福
島
・
双
葉
に
美
し
い

バ
ラ
園
が
あ
っ
た
―

　

中
央
公
民
館
で
は
、
１
月
29
日
か

ら
２
月
19
日
ま
で
の
４
回
コ
ー
ス
で

生
涯
学
習
講
座
『
は
じ
め
て
の
木
彫

り
体
験
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
彫
刻
愛
好
家
の
浅
和

智
佳
子
先
生
を
お
迎
え
し
、
ホ
オ
ノ

キ
や
ケ
ヤ
キ
を
用
い
て
レ
リ
ー
フ
ま

た
は
表
札
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、
木
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
時
間
の
た
つ

の
も
忘
れ
る
ほ
ど
夢
中
に
な
る
木
彫

り
の
面
白
さ
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

白
沢
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー
ル
で

は
、
３
月
２
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で

写
真
展
「
私
た
ち
が
愛
し
た
バ
ラ
園

―
福
島
・
双
葉
に
美
し
い
バ
ラ
園
が

あ
っ
た
―
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

双
葉
町
の
「
双
葉
ば
ら
園
」
は
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

▲写真を見入る観覧者

＊絵本・児童書・紙芝居＊ ＊一般書・実用書＊
・お父さん、牛になる……………… 晴居彗星
・ドレスを着た男子 …ディヴィッド ウォリアムズ
・小学生のための表現力アップ教室１～５ … 井出一雄
・新・どの本よもうかな？ …日本子どもの本研究会
・日本はじめての図鑑 …………………田中裕二
・しりとりパーティー ……………かとうようこ

・64 …………………………………… 横山秀夫
・魔法使いは完全犯罪の夢を見るか？ … 東川篤哉
・禁断の魔術………………………… 東野圭吾
・シルバー川柳…… 全国有料老人ホーム協会
・母性………………………………… 湊かなえ
・女子栄養大学栄養クリニックの成功率90％ … 今泉久美

※ これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送等で少々時間を頂
く場合がありますので、ご了承願います。（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）

しらさわ夢図書館のおはなし会
■妊婦さんへのおはなし会
と　き：４月26日（金）10:30～10:50
対　象：妊婦さんとその家族
ないよう： おなかの赤ちゃんへの絵本の読み

聞かせやわらべうた、ふれあいあ
そびなどをいっしょに行います。

■赤ちゃんおはなし会
と　き：４月26日（金）11:00～11:20
対　象：赤ちゃんとその保護者
ないよう： 赤ちゃんへの絵本の読み聞かせ

やわらべうた、親子でのふれあ
いあそびなどを行います。また
赤ちゃんへの接し方や子育て豆
知識などについてもお話します。

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

か
ら
お
よ
そ
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

距
離
に
あ
り
、
約
２
万
平
方
メ
ー

ト
ル
の
園
内
に
７
０
０
種
類
、
約

７
５
０
０
株
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
、

訪
れ
る
人
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、「
横
浜
ば
ら

写
真
の
会
」
の
会
員
の
撮
影
し
た

写
真
、
そ
し
て
園
主
の
岡
田
勝
秀

さ
ん
が
震
災
前
に
撮
影
し
た
美
し

い
庭
園
の
様
子
と
昨
年
６
月
と
11

月
の
一
時
帰
宅
の
際
に
撮
影
し
た

写
真
約
１
５
０
点
を
展
示
し
ま
し

た
。

　

館
内
に
は
以
前
「
双
葉
ば
ら
園
」

に
足
を
運
ん
だ
人
や
地
元
の
双
葉

町
や
浪
江
町
の
方
々
が
訪
れ
、
変

わ
り
果
て
た
園
内
の
様
子
に
『
と

て
も
残
念
で
悲
し
い
で
す
。
早
く

元
の
よ
う
な
美
し
い
バ
ラ
園
が
復

活
し
、
私
た
ち
に
癒
し
と
元
気
を

与
え
て
く

だ
さ
る
よ

う
願
っ
て

い
ま
す
』

と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

寄
せ
て
い

ま
し
た
。

※ おはなし会などの内容については、お問い合せください。
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お
知
ら
せ

募

集

健

康

福

祉

イ
ベ
ン
ト

教

育

観
光
・
文
化

事
業
者

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会

ミ
ナ
オ
オ

㈱（

３
３

―

１
０
０
１

）

　

宮
本

市

崎
戸
字
木
高

63

３
地
番

㈲

業
工
設
光

所（

３
３

―

５
９
８
１

）

　

宮
本

市

番
２
市
孫
字
田
青

地
25　

㈱

設
山
小

備（

３
３

―

１
３
０
３

）

　

宮
本

宮
本
市

町
仲
字

39

地
番

㈲

商
藤
佐

会（

３
３

―

５
７
８
５

）

　

宮
本

市

１
地
番
１
内
士
富
字
田
井
仁

㈲

工
機
住
藤
須

業

４
３
（

―

）
８
２
５
５

　

宮
本

宮
本
市

字
小
幡
33

１
地
番

㈱

マ
カ
タ

ツ（

３
３

―

２
４
２
５

）

　

宮
本

宮
本
市

字
一

屋
ツ

12

７
地
番

㈲

水
和
野
浜

道（

３
３

―

８
８
７
２

）

　

宮
本

宮
本
市

田
塩
字

49

２
地
番

㈲

設
宮
本

備（

３
３

―

２
９
５
２

）

　

宮
本

宮
本
市

１
地
番
４
４
１
裡
町
南
字

！

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

平
成
25
年
度
「
本
宮
市
重
度
心
身
障
が
い
者
等

タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
を
発
行
し
ま
す

　

通
院
な
ど
の
外
出
の
た
め
に
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
た
場
合
に
、
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
利

用
券
を
発
行
し
ま
す
。
次
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
年
度
途

中
申
請
の
場
合
は
、
月
数
に
応
じ
た
枚
数
の
交

付
に
な
り
ま
す
。

【
重
度
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
】

◆
対
象
者

　

市
内
在
住
で
、
次
の
障
が
い
等
級
に
該
当
す

る
方

　

① 

「
身
体
障
が
い
者
手
帳
」・
下
肢
ま
た
は
体

幹
機
能
障
が
い
で
１
級
お
よ
び
２
級
、
ま

た
は
視
覚
障
が
い
者
１
級

　

②
「
療
育
手
帳
」
等
級
が
Ａ
の
方

　

※ 

該
当
す
る
方
は
「
重
度
心
身
障
が
い
者
通
院

時
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
も
申
請
で
き
ま
す
。

【
重
度
心
身
障
が
い
者

　
　
　
　
　

通
院
時
タ
ク
シ
ー
利
用
券
】

◆
対
象
者

　

市
内
在
住
で
、「
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療

費
助
成
制
度
」
受
給
の
方

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

① 

印
鑑
（
代
理
の
方
は
お
い
で
い
た
だ
く
方

の
印
鑑
）

　

②
該
当
す
る
方
の
手
帳

◆
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
業
者

　

市
が
指
定
し
た
タ
ク
シ
ー
業
者

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

☎
33

－

１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

　

白
沢
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課　

福
祉
係

　

☎
44

－

２
１
１
４
（
直
通
）

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
を
持
つ
方
の
た

め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
に
係
る
軽
自
動
車
税

の
減
免
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
の
は
、
障
が
い
を
持
つ

方
本
人
ま
た
は
生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
な
ど
で
す
。

◆
申
請
期
間

　

４
月
17
日
㈬
か
ら
４
月
24
日
㈬
ま
で

◆
必
要
書
類

　

①
軽
自
動
車
税
の
納
付
書　

②
印
鑑

　

③ 

免
許
証　

④
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
が

い
者
保
健
福
祉
手
帳

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
33

－
１
１
１
１
（
内
線
１
６
５
）

　

白
沢
総
合
支
所　

地
域
振
興
課　

税
務
係

　

☎
44

－
２
１
１
３
（
直
通
）

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

４
月
30
日
で
す

　

平
成
25
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
、
最
寄
り
の

金
融
機
関
で
、
４
月
30
日
㈫
ま
で
に
納
税
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
33

－

１
１
１
１
（
内
線
１
６
５
）

え
ぽ
か
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

押
し
花
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
作
り

　

桜
の
花
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

４
月
21
日
㈰

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

え
ぽ
か　

☎
63

－

２
７
８
０

「
広
報
も
と
み
や
」有
料
広
告
・

「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」バ
ナ
ー
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
広
報

も
と
み
や
」
お
よ
び
「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に

企
業
な
ど
の
有
料
広
告
・
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
随
時
、
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
12
カ
月
連
続
で
の
掲
載
と
な
っ
た
場

合
、
12
カ
月
目
は
無
料
で
掲
載
し
ま
す
。

【
広
報
も
と
み
や
】

◆
掲
載
位
置

　
「
広
報
も
と
み
や
」（
毎
月
１
日
発
行
）
の
表

紙
と
最
終
ペ
ー
ジ
を
除
く
各
ペ
ー
ジ
の
下
１
段

◆
掲
載
規
格
（
Ａ
４
判
５
段
組
）

　

①
１
枠　

各
ペ
ー
ジ
の
下
１
段

　
　
　
　
　

 （
横
１
７
６
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
・
縦

44
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

　

②
半
枠　

 

各
ペ
ー
ジ
の
下
１
段
の
２
分
の
１

相
当
（
横
86
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
・
縦

44
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

◆
広
告
掲
載
料

　

①
１
枠　

２
万
円　

②
半
枠　

１
万
円

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

◆
掲
載
位
置

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
上

◆
広
告
画
像
の
規
格

　

縦
60
ピ
ク
セ
ル
・
横
１
８
０
ピ
ク
セ
ル

　

５
Ｋ
Ｂ
以
内
の
Ｇ
Ｉ
Ｆ 

形
式

　
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
不
可
）

◆
広
告
掲
載
料

　

１
枠　

１
万
円
（
月
額
）

　

※
１
カ
月
単
位
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

各
月
で
掲
載
日
数
は
異
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

秘
書
広
報
課　

広
報
広
聴
係

　

☎
33

－

１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
・
２
２
４
）
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お らせ知

悩み事の解決方法、専門家に聞いてみませんか

予約受付：平日 9 時～ 17 時 
二本松市本町 1丁目60-2 
（旧自治センター）

※1　行政書士・社会福祉士・社会保険労務士
※2　税理士・建築士・土地家屋調査士

☎0503381-3803
二本松 相談時間 担当 月 火 水 木 金

● ● ● ● ●
●

●※１ ●※2

弁 護 士
司法書士
専 門 家

10時～16時

予防接種のお知らせ予防接種のお知らせ

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

保健課から
４月から
☆一部の予防接種が定期接種になります。

ワクチンの種類 対象者 標準的接種年齢 料金 回数

子宮頸がんワクチン
当該年度で
小学校６年生から
高校１年生相当年齢の女子

中学１年生相当年
齢の女子

無料

３回

ヒブワクチン
２カ月から５歳未満の子ども ４回

小児肺炎球菌ワクチン

※予防接種を受けるには予診票が必要です。対象となる方には通知いたします。

☆BCG予防接種の対象者が変わります。
平成25年４月から 平成25年３月まで

対象者 生後１歳未満まで 生後６カ月未満まで

望ましい接種期間 生後５カ月～８カ月 生後３カ月～

※平成25年3月31日までに接種された方は受ける必要はありません。

☆おたふくかぜ・水痘ワクチンに一部助成を開始します。
ワクチンの種類 対象者 助成上限額 回数

おたふくかぜワクチン
満１歳から就学前の子ども

３分の２かつ上限4,000円
１回

水痘ワクチン ３分の２かつ上限5,000円

※ 助成金については接種後に手続きが必要となりますので、下記をご持参になり保健課へおいでください。
　①接種記録が確認できるもの（母子健康手帳等）　②領収書　③印鑑　④振込口座通帳

☆未熟児の養育事業の窓口が変わります。
　地域主権改革一括法の施行に伴い、４月１日から未熟
児の養育事業が県から市に移譲されるため、右記３事項
の窓口が県から市（保健課）に変わります。

　この制度は、身体の発育が未熟なまま出生し、生活能力が特に薄弱で保育器を使用するなど入院養育が
必要な乳児に対して、その治療に必要な医療費を公費で負担する制度です。申請先は、保健課になります。

◆問い合わせ先　　保健課（えぽか内）健康増進係　☎６３－２７８０

①低体重児（2,500グラム未満）出生の届出
②未熟児への訪問指導
③養育医療給付
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ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設のなか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。

杜の中の斎場 ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

平成25年度
ごみ収集業務の休日予定表

　突然！！ 目の前で大切な人が病気や事故で倒れ、意識も呼
吸も無くなったとしたら、あなたは何をしますか？
　すぐに119番通報をしたとしても、救急車が現場に到着す
るまで約７分かかります。その間、居合わせた人が救命処置
をするかしないかで倒れた人の社会復帰率が大きく変わりま
す！
　そんな時に役に立つのが、救命処置の知識と技術です。
　消防署では、心肺蘇生法やＡＥＤの使用方法などの応急手
当を学ぶことのできる救命講習会を無料で開催しています。

可燃ごみ・資源ごみ・不燃ごみ処理業務
お盆のため休み  ８月14日㈬～16日㈮
年末・年始のため休み 12月29日㈰～１月３日㈮

定期点検整備のため休み  ９月27日㈮～28日㈯
 ２月13日㈭～15日㈯

※もとみやクリーンセンターへの持ち込みもできません。
個人搬入の休み  ２月１日㈯～28日㈮
※ 上記のほか、国民の祝日・日曜日および土曜日の午後は休
みとなります

休日におけるごみ収集日

平成25年

 ４月29日（昭和の日）
 ５月 ６日（こどもの日の振替休日）
 ７月15日（海の日）
 ９月16日（敬老の日）
 ９月23日（秋分の日）
10月14日（体育の日）
11月 ４日（文化の日の振替休日）
12月23日（天皇誕生日）

平成26年  １月13日（成人の日）
・ 上記の祝日については、ごみの収集を行います。
　 （もとみやクリーンセンターへの直接持ち込みはできません。）
・ その他：犬・猫などの動物死体処理の場合は、もとみやク
リーンセンターにご相談ください。

◆問い合わせ先
 　安達地方広域行政組合消防本部　☎２２－１２１１

・普通救命講習Ⅰ
　（成人に対する心肺蘇生法を学ぶコース（３時間））
・普通救命講習Ⅲ
　（子どもに対する心肺蘇生法を学ぶコース（３時間））
・入門コース（普通救命講習Ⅰを短縮した入門コース（90分））

４月29日㈪　昭和の日
５月６日㈪　振替休日

　通常通り、ごみの収集を行います。
　なお、もとみやクリーンセンターへの個人搬入はで
きませんので、ご注意ください。

５月３日㈮　憲法記念日
５月４日㈯　みどりの日

　ごみステーションへごみを出さないようご協力をお
願いします。
　また、もとみやクリーンセンターへの個人搬入もで
きませんので、ご注意ください。

◆問い合わせ先
　もとみやクリーンセンター ☎３３－５４９９
　生活環境課　環境係 ☎３３－１１１１
　　　　　　　　　　　　　　　　（内線１１３）
　白沢総合支所 市民福祉課 ☎４４－２１１４（直通）

ごみの収集を行います

ごみの収集を休みます

救命講習会を無料開催します

児童虐待を防止しましょう　～気づくのは　あなたと地域の　心の目～
地域の方々のちょっとした「目くばり」「気くばり」で
子どもたちを虐待から救えます。「おや？」と気になる
ことがありましたら迷わず連絡してください。

◆問い合わせ先　子ども福祉課（本宮市家庭児童相談員）　☎３３－１１１１（内線１３５・１３６）

全国共通ダイヤル　０５７０－０６４－０００
（24時間、児童相談所につながります。）

◆問い合わせ先
　もとみやクリーンセンター　☎３３－５４９９

生活環境課 環境係　　　　☎３３－１１１１（内線１１３）
白沢総合支所 市民福祉課　☎４４－２１１４（直通）
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お らせ知

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

善
意
善
意

　
・ 

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー 

３
１
０
セ
ッ
ト

▽
阿
部
修
一
さ
ん 

（
本
宮
字
関
下
）

　

◎
文
化
振
興
・
文
化
財
保
護
の
た
め

　
・
現
金 

５
万
円

▽
遠
藤
誠
一
さ
ん 

（
青
田
字
一
本
杉
）

　

◎
教
育
施
設
緑
化
の
た
め

　
・
サ
イ
ネ
リ
ア 

４
５
０
鉢

東
日
本
大
震
災
義
援
金

温
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。

 

（
Ｈ
25
・
３
・
１
現
在
）

▽
市
役
所
義
援
金
募
金
箱 

７
，７
７
１
円

▽
福
島　

篤
さ
ん 

（
東
京
都
）

　

◎ 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
の
た
め

　
・
書
籍 

７
冊

▽
本
宮
第
二
中
学
校
昭
和
43
年
卒
業

　

 

還
暦
祝
有
志
一
同

　

代
表　

伊
藤
昌
廣
さ
ん

　

◎ 

本
宮
第
二
中
学
校
教
育
振
興
の
た
め

　
・
現
金 

５
万
円

▽（
社
）日
本
小
児
科
学
会

　

会
長　

五
十
嵐
隆
さ
ん

　

◎
本
宮
第
二
中
学
校
教
育
振
興
の
た
め

　
・
図
書
カ
ー
ド 

10
万
円

▽ 

本
宮
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

 

会
長　

佐
々
木
嘉
宏
さ
ん

　

◎ 

新
入
生
の
交
通
安
全
の
た
め

市営住宅の募集状況

※ただいま募集はしていません
◆問い合わせ先　建設課建築係　☎33－1111（内線145）

月　日 水道工事指定店 電 話 番 号
４月６日㈯ ㈲光設工業所 48-2413･33-1895
４月７日㈰ ㈱ 小 山 設 備 33-3031
４月13日㈯ ㈲ 佐 藤 商 会 33-5875
４月14日㈰ ㈱ タ カ マ ツ 33-5242
４月20日㈯ ㈲須藤住機工業 48-2357
４月21日㈰ ㈲浜野和水道 33-2788
４月27日㈯ ㈲ 本 宮 設 備 33-2592
４月28日㈰ オ オ ナ ミ ㈱ 33-1001・33-2412
４月29日㈪ ㈲光設工業所 48-2413・33-1895
５月３日㈮ ㈱ 小 山 設 備 33-3031
５月４日㈯ ㈲ 佐 藤 商 会 33-5875
５月５日㈰ ㈱ タ カ マ ツ 33-5242
５月６日㈪ ㈲須藤住機工業 48-2357
※ 宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応とな
ります。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。

平成25年３月１日現在

男　性 15,086人(3)

女　性 15,748人(4)

総人口 30,834人(7)

世帯数 9,668世帯(3)
（　）は、対前月比
※ 集計方法の違いにより後日福島県
が公表する数値と異なることがあ
ります

件数 死者 傷者

本年 7(17) 0(0) 7 (17)

前年 11(23) 0(0) 13 (27)

増減 -4(-6) 0(0) -6(-10)

郡山北警察署本宮分庁舎より
（　）は１月からの累計

▽
キ
リ
ン
ビ
ー
ル（
株
） 

（
東
京
都
）

　

◎
学
校
教
育
充
実
の
た
め

　
・
フ
ッ
ト
サ
ル
ゴ
ー
ル 

２
対

　
・
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル 

20
個

　
・
コ
ー
ン 

20
個

　
・
ビ
ブ
ス 

80
枚

　
・
ビ
ブ
ス
用
カ
ゴ 

２
個

▽
小
山
隆
雄
さ
ん 

（
本
宮
字
中
條
）

　

◎ 

文
化
・
芸
術
の
振
興
発
展
の
た
め

　
・
現
金 

１
０
０
万
円

漏水当番のお知らせ 納期のお知らせ
軽 自 動 車 税 全期

納期限
4月30日（火）

上 下 水 道 使 用 料 ２・３月分
集 落 排 水 使 用 料 ２・３月分
住 宅 使 用 料 ４月分
住宅駐車場使用料 ４月分
保 育 所 保 育 料 ４月分
幼 稚 園 保 育 料 ４月分
幼稚園預かり保育料 ４月分
放課後児童保育料 ４月分
※ 口座振替をご利用の方は、上記納期限の前日までに、
残高の確認をお願いします。

編
集
後
記

　

４
月
は
、
出
会
い
の
季
節
で
す
。

　

進
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど
で
、
こ
の
春

か
ら
、
長
年
住
み
慣
れ
た
本
宮
を
離
れ
る

方
、
ま
た
、
新
た
に
本
宮
の
住
民
に
な
っ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
自

分
自
身
は
変
化
が
な
く
て
も
、
周
り
の
環

境
が
変
わ
れ
ば
、
何
と
な
く
気
分
も
違
っ

て
き
て
新
し
い
自
分
や
出
会
い
が
あ
っ
た

り
し
ま
す
。

　
〝
一
期
一
会
〞
同
じ
世
に
存
在
し
、
砂
粒

ほ
ど
の
人
間
が
い
る
中
、
こ
の
場
所
で
こ

う
し
て
出
会
え
た
こ
と
は
、
奇
跡
の
よ
う

な
も
の
。
奥
深
い
こ
と
ば
で
す
。
私
も
、

出
会
い
を
大
切
に
新
た
な
気
持
ち
で
生
活

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

の
の

高松市長と小山隆雄さん（右）

左から高松市長、伊藤昌廣さん、大内
英男さん、原瀬教育長

左から登梛尚武副会長、原瀬教育長、 
佐々木嘉宏会長、糠澤知子社会奉
仕委員長

2月の交通事故発生状況

市のすがた

 おわびと訂正 　 ３月13日付け発行の広報もとみや号外（№28）１ページに掲載した、 
福島県原木椎茸生産者の会会長の名前に誤りがありました。 
正しくは、国分進会長です。おわびして、訂正させて戴きます。
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保健衛生だより保健衛生だより保健衛生だより
種　　　類 対　　　　　象 月　　日 受付時間 場　　所

4 カ 月児健康診査 平成24年12月１日～12月31日生まれ ４月25日（木） 13：00～13：30
えぽか

（本宮市民元気いき
いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10カ月児健康診査 平成24年６月１日～６月30日生まれ ４月24日（水） 13：00～13：30
1歳6カ月児健康診査 平成23年９月６日～９月30日生まれ ４月17日（水） 13：00～13：30
3 歳 児 健 康 診 査 平成21年12月23日～平成22年１月14日生まれ ４月18日（木） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者
※プレママサークル同日開催（10：00～11：00） ４月10日（水） 10：00～11：00

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）または白沢保健センターでのみ発行しております。】

４月の健診日程

日曜 ･祝日当番医　診療時間 9：00～17：00 （昼休み 12：00～14：00） ※は、9：00～12：00

病院群輪番制日程表　◎夜間（18：00～翌日8：00）　●休日＋夜間（8：00～翌日8：00）

問い合わせ先　　●保健課　健康増進係（えぽか内） ☎６３－２７８０　　●白沢保健センター ☎４４－４１８８

月 4　　　　　　月 5　　　　　　月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

曜　日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火水
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ ● ◎
枡　病　院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ● ● ◎ ◎
谷　病　院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ◎ ◎
二本松病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎

　病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院
（上記の４病院）が輪番制で診療にあたるものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

４月７日（日）
（医）かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22－8800
（医）静 心 会 　 斎 藤 医 院（二本松市若宮） 22－0036
い し わ た ク リ ニ ッ ク（本宮市荒井字東学壇）63－2826

４月14日（日）
土川内科小児科【小児】（二本松市槻木） 22－6688
本田レディスクリニック（二本松市本町） 22－0301
（医）渡 辺 ク リ ニ ッ ク（本宮市高木字高木）34－3311

４月21日（日）
（医）三 浦 内 科 医 院（二本松市亀谷） 23－3883
野 地 眼 科 医 院（二本松市若宮） 23－0024
（医）坂本クリニック【小児】（本宮市本宮字千代田）34－1188

４月28日（日）
岩代国民健康保険診療所（二本松市百目木） 56－2461
和 田 医 院（二本松市小浜） 55－2303
（医）上遠野内科医院【小児】（本宮市本宮字荒町）33－5866

４月29日（月）
み う ら 内 科 ク リ ニ ッ ク（二本松市羽石） 22－5512
（医）辰 星 会 　 枡 病 院（二本松市本町） 22－2828
池 田 眼 科 医 院（本宮市本宮字仲町）34－4100

５月３日（金）
（医）博愛会　東和クリニック【小児】（二本松市針道） 66－2122
（医）安斎内科胃腸科医院（二本松市若宮） 22－3001
吉 田 耳 鼻 咽 喉 科 医 院（本宮市本宮字万世）34－1330

５月４日（土）
（医）森小児科医院【小児】（二本松市郭内） 22－3215
（医）原医院（二本松市若宮）（二本松市若宮） 23－2111
（医）国 分 整 形 外 科 医 院（本宮市本宮字仲町）33－1088

５月５日（日）
渡 辺 医 院 【 小 児 】（二本松市正法寺町）62－3000
し ん い ち 内 科（二本松市油井字福岡）24－8420
やなぎほり皮膚科クリニック（本宮市高木字平内）24－1028

５月６日（月）
佐 久 間 内 科 小 児 科 医 院（二本松市本町） 22－0570
ば ば ク リ ニ ッ ク（二本松市油井） 24－7122
（医）慈 久 会 　 谷 病 院（本宮市本宮字南町裡）33－2721

５月12日（日）
（医）かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22－8800
さ く ら ク リ ニ ッ ク（二本松市藤之前） 62－3931
（医）落 合 会 　 東 北 病 院（本宮市青田字花掛）33－2588

きぼうホットラインきぼうホットライン
本宮市心の健康づくり相談事業

きぼうホットライン 毎週水曜日  10:00 から 17:00 まで
☎０２４３－３４－５５６０
（相談して）        み よう     こ  こ  ろ まる 　現代社会では、多くの方がストレスを抱えて

生活しています。ひとりで抱え込まずに相談して
みませんか。本人・家族どなたでも相談可能です。
　予約不要、秘密は厳守します。

休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受診されますよう、お願いいたします。
なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。 【小児】は、小児科の当番医療機関

21 広報もとみや ４ 月号



【
編
集
・
発
行
】
本
宮
市
　
市
長
公
室
　
秘
書
広
報
課

－
☎

〈
再
生
紙
使
用
〉

携
帯
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

簡
単
ア
ク
セ
ス

←
Q
Rコ
ー
ド

広
報
も
と
み
や

毎
月
１
日
発
行

　３月13日、市内３
つの中学校で卒業証
書授与式が執り行わ
れました。
　この日卒業を迎え
たのは329人。各学校
とも、クラス担任の
先生が卒業生の名前
を読み上げ、校長先
生が一人ひとりに卒
業証書を授与しまし
た。
　卒業生は、新たな
志を胸にそれぞれの
道に向かって羽ばた
きました。

　広報もとみや３月号の「なつかしの一枚」をご覧いただいた、国広靖さん（白岩）から
思い出のお話をお寄せいただきましたのでご紹介します。

志を胸にそれぞれの道へ志を胸にそれぞれの道へ

　今月の１枚は、昭和50年３月に行われ
た「和木沢中学校卒業式」の写真です。
　この時、ここにいた！　ここに写ってい
るのは私です！！　という方、ぜひ当時の
体験談や思い出話をお寄せください。

　　◆連絡先
　　　秘書広報課　広報広聴係
　　　☎３３－１１１１
　　　（内線２２３・２２４）

　今月の１枚は、昭和50年３月に行われ
た「和木沢中学校卒業式」の写真です。
　この時、ここにいた！　ここに写ってい
るのは私です！！　という方、ぜひ当時の
体験談や思い出話をお寄せください。

　　◆連絡先
　　　秘書広報課　広報広聴係
　　　☎３３－１１１１
　　　（内線２２３・２２４）

　左側手前に写っているの
が、当時本宮一中３年生の時
の私です。
　町内一周駅伝競走で第１区
を走り、一位でタスキをつな
ぎました。
　思いがけずなつかしい写真
を見て、家族と思い出話で盛
り上がりました。

　左側手前に写っているの
が、当時本宮一中３年生の時
の私です。
　町内一周駅伝競走で第１区
を走り、一位でタスキをつな
ぎました。
　思いがけずなつかしい写真
を見て、家族と思い出話で盛
り上がりました。

GOOD OLD ONE SHOT

なつかしの一枚
GOOD OLD ONE SHOT

なつかしの一枚

市内の中学校で卒業式

～ここに写っているのは私です！！～

▲白沢中学校卒業式の様子

▼広報もとみや３月号より
「昭和49年町内一周駅伝競走」の写真


